
第８５回 ケアハウスえんれい草 運営推進会議録 

開催日・場所 令和 ８ 年 ７ 月 ２３ 日（ 木 ）  ケアハウスえんれい草 ２階 相談室 

出 席 者 

地域住民代表       ３名  市職員代表        ２名  えんれい草ご家族代表 １名 

福寿草ご家族代表   １名   忘れな草利用者代表 １名   各施設職員      ４名 

                                 計１２名  

活 
 

動 
 

報 
 

告 

利用者状況 

・定員２９名  現在利用者数２８名（内、男性１２名 女性１６名） 

・各階要介護度状況 

 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

１Ｆ ０名 ０名 ５名  ７名 １名 ０名 ０名 

２Ｆ ０名 ０名 ７名  ８名 ０名 ０名 ０名 

合計 ０名 ０名 １２名 １５名 １名 ０名 ０名 

・入居待機者：２名 

事故並びに 

ヒヤリハット 

事 故 内 容 

５月２７日 １９時２５分頃 １階入居者 ９６歳 男性 要介護２ 

巡回のため訪室すると、クローゼット横の壁にもたれ掛かり長座位の状態で発見する。 

自分では立ち上がれず介助行う。ご本人より「クローゼットからパジャマを出した後、転んで

しまった」と話すが、発見時、既にパジャマに着替えている状態であった。身体確認を行うと

右肘にうっすら赤みあり右座骨もぶつけたと訴えるが変色は無い。バイタル測定するも普段と

変わらない。 

〈今後の対応策として〉 

歩行時に不安を感じた際は動き出す前にコールにて職員を呼ぶよう伝える。また、室内での移

動時にシルバーカートを使用するようお願いする。 

６月４日  ９時３５分頃 ２階入居者 ９４歳 男性 要介護１ 

労務員より２階で立ち上がれない人が居るとの報告を受ける。平行棒の中央付近で長座位の状

態で立ち上がろうとしていた。一人では立ち上がれず介助にて立ち上がる。「運動してすぐ両膝

がカクンと力が抜け、ゆっくりと尻餅をついた」と話す。痛い所は無いとの事。 

〈今後の対応策として〉 

頚髄症の影響による両下肢の筋力低下があり、歩行練習を始める前に下肢の屈伸運動を行って

から歩行運動をするよう伝える。 

６月６日 １１時３７分頃 ２階入居者 ９３歳 女性 要介護１ 

居室入り口前の廊下で両膝を曲げお尻が床に着き、両手で廊下の手すりを掴み立ち上がろうと

している所を発見する。一人では立ち上がれず介助行う。ご本人より「トイレの床掃除をして

いたら眩暈がして倒れ、廊下まで這って来た」との事。ぶつけた所は無く、痛みも無いと話す。 

〈今後の対応策として〉 

長時間しゃがみ、下を向いた状態を続けた後で急に体制を変えようとすると眩暈が起ることが

あるため、時々休みながら行うよう伝える。 

６月６日 ２０時００分頃 １階入居者 ９６歳 男性 要介護２ 

部屋より「おーい」と呼ぶ声が聞こえ訪室。ベッドとクローゼット横の間で倒れている所を発

見「助けてくれ、身体を起こしてくれ」と話す。右前額部に 1.5 ㎝程度、右肘にも 

2 ㎝程度の皮膚剥離が見られる。足の痛みは無いとの事。介助にて立ち上がりベッドに 

座って頂き皮膚剥離の処置を行う。処置後右大腿部と右腰部の痛みを訴え患部を確認するが変

色は見られず。ご本人より「トイレに行こうとしたら、足が動かず転んだ」と話す。 

〈今後の対応策として〉 

歩行に不安がある時は無理せずコールで職員を呼ぶよう再度お願いする。また、シルバーカー

トはベッド横に置き(普段はベッドから少し離れた所に置いてある)室内を移動する時もシルバ

ーカートを使用するようお願いする。 

６月１１日 １８時２０分頃 １階入居者 ９６歳 男性 要介護２ 

夕食後、居室へ様子を見に行くとトイレ横で長座位になっている所を発見、シルバーカートも

倒れていた。介助にて立ち上がりベッドまで見守りを行う。身体確認を行うと「左膝が痛い」

と話し、1 ㎝大の変色があった。その後夜勤者に引き継ぎ様子観察行うが、痛みは改善される。 

〈今後の対応策として〉 

食堂から居室への移動介助が他の入居者と重なったため、今後は余裕をもって見守り介助がで

きるよう、介助の優先順位を考え対応する。 

６月２２日 ２時４２分頃 ２階入居者 ９１歳 女性 要介護２ 

コールがあり訪室すると、トイレ内にて手すりに掴まり床に座っている所を発見する。痛みの

訴えなく介助にて便座に座って頂く。ご本人より「迷惑かけると思ってさ、もう少しだったの

にずり落ちた」と話す。 

〈今後の対応策として〉 

入居 4 日後の方で普段から車椅子を使用している。日中は自力で移乗しているが夜間帯は足の

運びが普段以上に悪くなるため、夜間帯はコールで職員を呼ぶようお願いする。また、動き出

す前にコールを使用するよう伝える。 



利用者活動状況 
・６月１７日 ６月誕生会 

・７月１５日 ７月誕生会 

職員研修状況 ・7 月１４日 北海道社会福祉協議会主催・接遇・マナー基礎研修(オンデマンド研修) 介護主任が受講 

その他 

・６月 ３日 地震・火災日中想定避難訓練(地域住民にも参加していただきました) 

       消防設備点検実施 

・７月２２日・２４日 深川市高等看護学校１年生 基礎看護学Ⅰ実習 ２２名受け入れ 

質問・意見等 

【市職員代表より】 

・レクリエーション等計画予定表の中で集団機能訓練とありますが、どのような内容か。 

  →テレビを見ながら YouTube の体操を皆さんで行っています。(相談員) 

・口腔体操も集団機能訓練の中で行っているのか。 

  →口腔体操は火曜日と木曜日に実施しています。(相談員) 

【市職員より】 

・９月５日土曜日９:３０より深川生きがい文化センターにて 

『認知症普及啓発イベント・ふかがわオレンジフェスタ』開催の案内がありました。 

次回会議までの継続課題 無 ・ 有 （                         ） 

次回会議開催予定 令和８年９月２４日（木曜日）午前１０時３０分～ ケアハウスえんれい草 ２階相談室 
 


